
- 1 -

2021年7月5日
発行:北海道森林ボランティア協会

2021 森しり隊だより vol.2

2021年度 第2回親子森林教室の報告
■この日のテーマは～木のタネをまく～
　今年隊員になった人は初めて、２年目以降の先輩(せんぱい)隊員は久しぶりの森でしたが、みん
な、楽しんでもらえましたか！！！
それではこの日体験(たいけん)したことを振(ふ)り返ってみましょう⇨⇨⇨

【播種体験(はしゅ)】 播種とはタネをまくこと。森を育てる最初の活動です。エゾヤマザクラのタネ(サクランボ)を取
り、用意(ようい)されたハルニレとエゾヤマザクラのタネをポットにまきました。ハルニレは早いものは2週間後くらいに
発芽(はつが)しますが、そのチャンスをのがすと来年春にエゾヤマザクラと共に芽を出します。期待しましょう！

【五感で森歩き・マイリーフ取り】　目(見る)で 耳(聞く)で 手(さわる)で 舌(味わう)で 鼻(匂いをかぐ)で
①木の幹に聴診器(ちょうしんき)をあてて音を聞きました。何か聞こえたかな!?　実は・・・。
②エゾサンショウウオの幼生を網ですくって観察(かんさつ)しました。エゾアカガエルのオタマジャクシとのちがいが分　
　かりましたか？
③上流橋(じょうりゅうばし)にすわって葉っぱにさわりながら、葉っぱの話をききました。
④来年3月の修了式(しゅうりょうしき)で作るラミネート加工(かこう)の「マイリーフ」用に夏の葉っぱを取って押し葉にし
ました。

［木の音を聞きました］ ［葉っぱにさわりながら葉っぱの話
をききました］

［マイリーフを取りました］

［森の中の沼でエゾサンショウウオやエ
ゾアカガエルの幼生(ようせい)をすくって
観察しました］



■開会日時：7月11日 (日) 14時～20時→→→時間帯にくれぐれもご注意ください。
【活動テーマとねらい】
『工作をして夜の森を探検（たんけん）する』～森を育てる活動の２つ目「下草刈り」を体験し、森
の木を使って作品を作り、森にすむ生きものについて学びます。
【活動内容】
 ①下草刈り体験
　親子一緒に鎌(かま)を使って木の生長のじゃまになる草を刈ります。
 ②木や実を使った工作
　・4～6年生の継続隊員=巣箱作り　
　・4～6年生の新規隊員=ドングリそろばん作り
　・1～2年生=森の小枝や葉っぱ、実を使ってクラフト作り
 ③コウモリの話とスライドをみる
　動物写真家中島宏章さんにより、コウモリのスライドを観ながら話を聞きます。
 ④夜の森を歩いてコウモリを探(さが)しホタルをみる
　ホタルの一生について聞いた後、夜の森を歩き森内を流れる川のそばでホタルを観賞します。また超音波
　探知機でコウモリが出す音をききます。
【当日の注意事項と用意する物】
・終了時間前に退出される方は車の駐車場所に留意して停めてください。
・持ち物については通常の持ち物の他に
　①夕食  ②多めの飲料水  ③懐中電灯又はヘッドライト  ④必要な方は汗をかいた場合の着替えや上着(夜
　は冷えます)  ⑤虫除けグッズ(虫除けスプレー又は携行用蚊取り線香や防虫網など)
【その他】
　熱・咳など風邪の症状がある場合は、参加をお控えください。なお参加の際にはマスクを着用ください。
 ・雨天中止の場合は当日朝7時30分までに協会から連絡します。その場合は7月18日に順延となります。
 ＝当日参加できない場合は必ず事前に森しり隊隊長または事務局に連絡願います＝
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【キノコの植菌 (しょくきん) 体験】
キノコのことを聞いたあとは、いよいよ植菌体験！実際に電動(でんどう)ドリルでホダ木原木(げんぼく)に穴をあけて、次
には木槌(きづち)つかって菌をうめ込みました。みんなシイタケとナメコの二種類を１本ずつ作りました。
ホダ木となる木はミズナラ、イタヤカエデ、シラカンバですが、これらは森の混みあった木やかたむいた木を切ったも
のを利用しています。来年の収穫（しゅうかく）が楽しみです。


